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海産卵胎生硬骨魚類エゾメパJレ SEBASTESTACZANOWSKIl 

(STEINDACHNER)の生態学的研究

II. 雄性交接器について

五十嵐孝夫*

Ecological Studies on a Marine Ovoviviparous Teleost， 
Sebαstes Taczα仰 wskii(STEINDAOHNER) 

II. About也.ecopulatory organ 

Takao IGARASHI 

Abstract 

(1) Some specimens of ma.rine ovoviviparo国的1凹的，SebωtetJ蜘 Z側側8kii
(STEINDACHNER)， were collected each mOI凶hduringぬeperiod from April 1964色O
March 1965 from coω旬 in七hevicini色yofH比odateもostudy色hemorphologiωl 
ch晶，ra.c旬rsof色heωpula.加ryorg組・
(2) There is a projecもionbehind色he品.nusinもhemature m晶leof this species. 
The author recognizes iも晶sthe copulωory organ from仙1emorphologica.l and 
histological point目 ofview. 
(3) This projection is formed byぬew晶yin which色heends ofぬespermiduω 
and ureもhraextend. The spermiduωand ure也raopen atもheapex ofもhis
projecもionsepar拘 ly. 1もisneither伽岡.nsformedfin such asもhegonopodium 
in fresh wa;句rvi吋.paroU8句160自色snorもheclωper in elasmobranchs. 
(4) Byぬisωpul晶ωryorg阻，色hem晶leis eωily distinguished from the fem晶，}e.
There is no projeωion on an imm帥uremale andぬedifference b凶，weenもhe鴎 xes
is noも apparent，80 this projection can be色hough七of制晶 second品，rysexual 
ch晶r晶C色eri錦ic.
(5) In色hem前urem晶le，もheωpulaω'ryorgan can alwaY8 be cle町lyfound 

もhroughouももheyear. There seem呂志obenono色iω晶，bleex旬m品，}change wi也事he
邸側ons. However， inもheperiod of ωpula討on，色hehis旬logical前ructuresofぬ.is
org阻 showdi的inc七 changesespecially恥 musclela.yers， blood ve関elsand 
Iymphocy句s.

緒言

胎生および卵胎生魚類は，いずれも体内において受精が行われるが， 乙れ等の魚類が体内受精を行

うためには，何等かの方法により，雄の精子を雌の生殖器官内に移行させなければならない。そのた

めには交尾という乙とが考えられ，更に交接器官の存在が当然必要とされて来る。

魚類の交接器官としては.淡水産胎生魚tとみられる g∞句odiumおよび板飽類における cla母ぽが

従来迄.比較的詳細に研究きれているが，海産胎生および卵胎生硬骨魚類の交接器官に関する研究は

きわめて少い。内田 (1932)によると，フサカサゴ科 S∞rpaenidaeの大多数は卵胎生であるとされて

*北海道大学水産学部水産動物学講座
(Labora初旬。ifMarine Zoology， F，αcu1ty o! Fi8herie8， Hok加古'10 Univer8ity) 
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北大水産業報 [XIX， 1 

いるが，乙れ等の中で交接器官についての報告は水江(1958)によるカザコ Sebastiscusmaromoratus 

とメバル Sebastesinermisの2種類にすぎず， 胎生魚ウミタナゴ科魚類 Embiotocid艇についても，

交接器官IC関してはいまだ報告がない。

筆者は今回，函館近海におけるエゾメバル Sebastestaczanowskii (STEINDACHNER)の生態研究

を進めるにあたり，本種の生殖行動，特に交尾の機構を究明する一段階として，雄性交接器の観察を

試み，その構造および精巣熟度との関連等について若干の知見を得たので ζとに報告する。

本論1'-先立ち，本研究に際し，終始御指導を賜った北海道大学水産学部教授，岡田 僑博士に深甚

なる謝意を表する。

材料および方法

本研究に使用した材料は， Table 1 1'-示す如く， 1964年4月から 1965年3月に至る問，函館近海

T晶，b1e1. The number of自pecimensin ma1es 
of Sぬωt伺 taczanow8kiiin ea.ch month 
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において各月採集せる全長 93mm~279mm

のエゾメバル Sebastes taczanowskii 

(STEINDACHNER)の雄 168尾である。本研

究は精巣の季節的変化の観察と並行して雄性

交接器の形態学的観察を行ったもので， 外部

形態に関しては， 各月採集の材料について肉

眼的観察を行い， 内部形態に関しては4月~

12月に至る問，各月 3個体の雄性交接器を

Para妊in法tとより組織切片とし， 顕微鏡観察

を行った。

観察結果

1. 雄性交掻栂の外郵形慾

各月採集したエゾメバルについて， 匹門附

近を詳細に観察したが， 成魚の生殖門は雌雄

Iとより形態が呉り， 雄は周年を通じ Jm~の直

後の部分が突出しており，雌1'-は乙の突出は

見られない (Plate，I， Figs. 1-4)。雌雄の識

別はとの突起により容易であり，雄性交接器

と推定された。

Table 1 1ζ示すごとく，本研究には全長

93mm-279mmの168尾について観察を行ったが，この雄性突起は，全長 140mm以上の3年魚(耳

石による査定)以上と推定される雄にはすべて観察されるが， 1年魚 2年魚には認められず， した

がって若年魚では雄性突起の有無による雌雄の区別は出来ない。

3年魚以上の成魚にあっては，乙の突起は紅門の直後，書舗の前方K先細の円筒形状の小突起とし

て存在するが，その形態は PlateI， Figs. 1， 2 11::示すごとし先端部は丸味を帯ぴた怠形をなし.輸

精管の開口部が弧状の深い溝として観察きれる。輸尿管の開口部は，肉眼では外部より識別出来ない

が.解剖tとより輸精管の上方K開口する乙とが知られた。

ζの交接器を各月毎K観察したが，外部形態には季節による著しい変化は見られなかった。すなわ

ち，時期的な肥大.収縮、色彩の変化等は現われず.したがって外部形態かちは生殖行動，精巣熟度

の推移等を推定する乙とは出来ない。 しかし.交尾期には ζの突起を圧迫すると容易に放糟する。

- 28ー



1968J 五十嵐: エゾメパルの生態学的研究 (II)

11. 雄性交接器の内部形態

本種の雄性突起を横断切片とした組織標本tとより内部組織を観察すると，外側から凹凸の多い薄い

表皮，続いて真皮，更に厚い外輪走筋の順に配列し， 中央部は鍛密な結締組織よりなり，乙の中を輸

精管と輸尿管が別個に貫通している。結締組織は中fL縦走筋を混え，更に血管および淋巴球に富んだ

海綿体様組織が随所に散在し、特に輸精管と輸尿管との聞に多い。輸精管内墜には微細な繊毛が密生

し，精虫が残留する場合が多く， その組織は精巣中の貯精部の上皮組織と同様，多数の弾性j繊維と平

滑筋繊維とよりなる。輸尿管内壁の粘膜は7縦列の厳寮を示し，多層属平上皮で被われ，粘膜の表面

は多数の陥凹をなしている。固有層は多量の弾性繊維を含む結締組織よりなり，深層部では血管が発

達し，海綿体様組織が見られる。輸尿管の外部を包む筋層は特によく発達し，平滑筋からなる内縦走

筋と外輪走筋とよりなる。

111. 雄性交接器内郵組織の季節的蛮化

筆者は本研究の第1報(五十嵐， 1968a)において，雄の精巣重量の年変化と精巣内部組織の観察結

果lとより，精巣熟度の推移を次の 3 期fL大別した。すなわち，精子形成準備時期(12 月 ~4 月).精子

形成時期 {5 月 ~10 月)および精子放出時期 {11 月)である。本種の雄性交接器の内部組織の観察結果

を上記の3期について照合すると， 乙の時期には筋層及び海綿体様組織に顕著な季節的推移が見られ

t: 、.。

P1ate II. Figs. 6， 7は 4月17日K採集した全長 198mmの雄魚の雄性交接器の内部組織である

が，精巣は精子形成準備期11:相当する。雄性交接器の内部組織は，輸精管fLは精虫が見られず，縦走

筋，輪走筋の発達も悪く，また血管および淋巴球の量も少く， したがって海綿体組織の存在もわずか

である。

精子形成時期の9月14日に採集し全長 203mmの雄の交接器は，縦走筋，輸走筋が肥大増加し，

ζれ等の筋肉層を混えた結締組織も級密となり，血管および淋巴球が急増し，随所K淋巴小節が散在

し‘海綿体様組織形成するが，特tと輸尿管周囲に多量に観察される。輸精管内壁も肥厚し，管内も拡

張し精子が見られる (P1ateII. Figs. 8. 9. 10)。

交尾期と推定される 11月6日採集の全長 207mmの維の交接器は，輪走筋が更に発達し，縦走筋

も増加するが，特11:輸尿管の中間部にいちじるしい。海綿体織組織も増量拡張しているのが観察され

る(P1ate.II. Figs. 11. 12)。
なお P1ateII. Fig. 5は. 8月15日に採集した全長 93mmの2年魚と推定される雄の交接器の内

部組織像である。乙の場合，交接器は外部K突出しないため，生殖孔部を横断切片とし，その存在を

確めたのであるが，内部組織は全く未発達の状態である。

以上のごとし本種の雄交接器は，外部形態は周年を通じ明かな変化は見らないが.内部組織では

精巣の成熟11:伴い，筋肉層が肥大し，また血管，淋巴球が増加し，一種の海綿体様組織を形成する乙

とが観察された。

考寮

体内受精をする魚類の雄には，糟子を雌の生殖孔内11:送りこむために.特別に発達した色々な型の

交接器が見られる。板鯛類では雄の腹舗の内側に沿って棒状の突出物 c1asperがあり，小軟骨片によ

って支持され.siphon溝などを備え，その形態は種類によって具り. Ishiyama (1958)その他多くの

研究がある。いずれにしても交尾に際しては，精液は siphon、の溝を通って雌の輸卵管11:流入する。

硬骨魚類に於ても Guppy(Lebistes reticulatus)の雄は書館の第 3.4.5鰭条が変形肥厚して出来た

交接脚 ga:時odiumを備え，雌の生殖孔tζ之を挿入し精子を放出する (Clark& Ar∞son. 1951)。メ

ダカ科魚類 Cyprinodontiゐeのうち，卵胎生の種類の雄はほとんど Guppyに見られる Cと昆交接脚

を有するといわれる (Hubbs& Reynolds‘1957)。
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海産卵胎硬骨魚の交接器は.水江(1958)によるカササゴ，メバルおよび今回の観察によるエゾメバ

ル等は上記のCとき舗とは関係なし泌尿生殖開孔の一部が突出し，それが雄性交接器となり体内受

精の役目をしている。その機構かちすると極めて原始的であるが，その内部組織を観察すると，筋肉

層特叱内層筋がよく発達し，縁密な結締組織中!L血管および淋巴球が多数見られ，特lと輸精管および

輸尿管の周囲!L発達し，高等脊椎動物Iと見られる海綿体様組織が各所!L見られる点， 内部組織は寧ろ

晴乳動物の交接器!L似た形態を示している。 との ζとは，胎生および胎生魚類の交接器官は，系統発

生には関係なく，各々別個に得た形質であると推定出来る。筆者は今回のエパメバルの雄性交接器の

観察に際し，比較資料として函館近海産メバル属魚類5種(ヤナギノマイ Sebastessteindachneri， 

ハツメ S.owstoni，クロゾイ S.schlegeli，キツネメバル S.vulpes，シマゾイ S.trivittatus)の各

雄性突起を観察したが，エゾメバルを加え 6種とも外部形態，大き，斑紋および内部組織に相違が見

られ，近縁種とされている種類聞にもそれぞれ雄性交接器に固有形質を備えている ζとが知られた。

松原 (1961)は，魚類の卵胎生の起原11:関し，次の様11:述べている。“卵胎生の起原に関しては，雄

が雌!L対する愛撫 cαlrtshipがきらに進んで変尾を行うに至った結果と考えられる。 ζのζとは，メ

ダカ類のうちにはメダカ上科 Cyplinodonticaeの類のように維が雌を追尾・愛撫するが体外受精で卵

生するもの， トウメランス上科 Tomeuricaeの類のように体内受精をするが卵生するもの. およびタ

ップミンノー上科 P田 ciliicaeの類のように体内受精で卵胎生するものなどある乙とからでも明らか

であろう・・・・"。 メバル属魚類にあっても，以上と同様に考えちれ， 受精の際の求愛行動が系統的に

次第に激しくなって行って交尾という行動に進んだものであり，卵および仔魚の保護習性が系統的!L

進んで行った結果ではないと考えられる。

また，エゾメバルにおいては，性的に未熟な個体では，交尾の時期と忠われる月においてもとの雄

性突起は見られず，交接器の有無による雌雄の識別は困難である。ために雄性突起は明かに第二次性

徴であると考えられる。乙の乙とは，ヤナギノマイ，キツネメバルおよびノ、ッメについても観察され，

若年魚にはいずれの種にも雄性突起は見られなかった。クロゾイ~マゾイは若年魚の個体が得られ

ず確認出来なかったが恐ちく同様と思う。

尚，水江(1958)によると，カサゴ・メバルでは，交尾期を中心として雄性突起が明かに伸長，肥大

すると報告しているが，エゾメバルの場合， カサゴ・メバル!L比べ交接器が小形のためとも考えられ

るが，周年にわたる観察についても，肉眼では明らかな季節的変化は認められなかった。他5種につ

いては各月の材料が得られなかったため確認出来なかったので，今後の研究課題としたい。

凄約

1. 函館近海における海産卵胎生硬骨魚類エゾメバル Sebastestaczanowskii (ST.且INDACHNER)を

1964年3月より 1965年4月に至る問，各月採集し，雄性交接器の形態学的観察を行った。

2. 本種の成魚には，紅門の後方!L突起が存在し， 乙の突出は形態および組織学的にも雄性交接器官

である乙とが知られた。

3. 乙の突起は，輸精管および輸尿管の未端が外部に突出したものであり，他の淡水産胎生魚類!L見

られる g∞句吋ium，板飽類!L見られるc1明erのごとく，鱒の変形したものではない。輸精管お

よび輸尿管は， ζの先端部にそれぞれ別個に開口する。

4. 雄性突起により，本種の雌雄の識別は容易であるが，性的成熟!L達しない若年魚では，交接器は

存在せず雌雄の相違は認められない。 したがって乙の突起は第二次性徴によるものと恩われる。

5. 雄の性的成熟!L遣したものは，周年にわって明らかに交接器が存在するが，季節による顕著な外

形変化は認められない。 しかし，交尾時期における内部組織には，筋肉層，血管および淋巴球等に

明かな変化が見られる。
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Explanation of Plate 

PLATE 1 

Fig.l. Lωeral view of a male of色heSe如8tesωezanow8kii，showingぬecopul晶句'ryorgan 
(198mm inもotalle碍仙 coll節句don Feb. 16， 1965) 

Fig. 2. Ventral view ofぬes晶，mespecimen a自民 Fig.l

Fig.3. La伽品，1view of晶 femaleof事heSebaatea蜘 Z側側18kii，showing ~.色he ge凶句lopening
(2伺 mmin 句切lle碍ぬ collectedon Feb. 16， 1側5)

Fig.4. Ve叫ralview of色hes品mespecimen晶sin Fig. 3 



BulL Fac. Fish.， Hokkaido Univ.， XIX， 1 PLATE"l 

T. IGARASHI: Studies onもheSebαsfes facz削 w11'skii(II) 
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PLATE II 

A11 figur倒晶，recr，ω8悌 ctionsofぬecopul晶ωryorg阻 of志heSebωtω 加胸骨仰'skiiin 
V晶，rioussωges. 

Fig. 5. The spωimen of93mm訟 ωωllengぬωn目白色edon Aug. 15， 196岳(Immaturemale) 
(x 1∞) 

Fig. 6. The spec泊。nof198mm in刷晶lle暗色，hcollecぬdon Apr. 17， 1鮒4(x 40) 
Fig. 7. Magnification of Fig. 6 (x 4伺)

Fig. 8. The spec泊 enof 203 mm in色0旬1le暗色，hco11oo飴don Sep色.14， 1964 (x 40) 
Fig. 9. M，晶gnificationof Fig. 8 (x 250) 

Fig. 10. Further m回 gificationof Fig. 8 (x 4∞) 

Fig. 11. The specimen of 207 mm inωωlle暗色，hcollected on Nov. 6， 1回4(x 250) 

Fig.12. M，晶伊温cationof Fig. 11 (x鎚0)

Abbreviation 

e: epidermis icm: inner circular muscle u: ure色hra

c: conum s: sperm ly: lymphωy加

1m: lonε訪udina.lmuscl自 sd: spermiduc色 b: blood v，併抱els

∞m: ou句rcircular muscle 。晶 corp国叫，vernosum
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